




































































2017年 5月から 12月にかけて断続的に実施した。このうちの世帯調査は，宿根木集落の全 60世帯（谷

























































































































































1 1 　 　 M × U ○ ― ○食堂 ― ―
2 2 　 　 　 × I ― ― ○居酒屋 ― ○
3 2 　 　 FM ● 　 ○ ○ ― 公 ○
4 3 C 　 M × U ○ ○ ― ― ―
5 6 CC FMMF 　 ○ 　 ○ ― ― ― ○
6 1 　 　 F × 　 　 ― ― ― ―
7 1 　 　 M 　 　 　 ― ― ― ○
8 1 　 　 M × U ○ ― ― ガ ○
9 2 　 M F 　 　 ○ ― ― ― ―
10 6 CC FM FM 　 　 ○ ○ ― ― ○
11 3 　 FM F × 　 ○ ― ― ― ―
12 3 C F F 　 　 ○ ― ― ― ○
13 1 　 　 M × U ○ ― ― ガ案 ―
14 1 　 　 F × 　 ○ ― ― ― ○
15 1 　 F 　 　 I ― ― ― ガ案 ○
16 2 　 　 FM × U ○ ○ ― 案 ―
17 3 　 　 FMF × 　 ○ ― ― ― ―
18 1 　 　 F × 　 ○ ― ― ― ―
19 1 　 　 M × U ― ― ― ガ ―





21 2 　 M M × 　 ○ ― ○公開民家 ― ―
22 2 　 　 FM × U ○ ○ ○民宿 ガ ―
23 2 　 FM 　 　 U ○ ○ ○民宿 ガ案 ○
24 2 　 MF 　 × U ― ○ ●民宿 ― ○
25 2 　 　 M 　 U ○ ― ― ガ案 ―
26 2 　 　 MF × U ○ 　 ― ガ案公 ―
27 3 　 　 FM × 　 ○ ― ― ― ―
28 4 　 FM FM 　 　 ○ ― ― ― ○
29 2 　 MF 　 　 I ○ ― ― 案 ○





31 1 　 　 F ● 　 ○ ― ○公開民家 ― ○
32 2 　 F F ● 　 ○ ― ●民宿 ― ○
33 7 CC FMM FM ○ U 　 ― ●旅館 ― ―
34 7 CC MFF MF ○ U ○ ― ○喫茶店 ― ―


































































世帯番号 居住地区 生業など 性別 年代 賛否 町並み保存についての意識の概要
2 谷間 居酒屋 M 　 ○ 活性化していかなければいけないが，そう簡単に住む人は増えない。
3 谷間 農業・ガイド F 60代 ○ 応援したい。
8 谷間 ガイド M 70代 ○ 修理するのはお金がかかり簡単なことではない。町並み保存自体はいいことだと思う。
11 谷間 農業 M 60代 ○ 観光そのものは悪くない。どういう形の観光がいいか，生活と観光バランスが重要。
16 谷間 農業・ガイド M 70代 ○ 観光コースになっていないので不便はない。
17 谷間 農業 F 60代 ○ 今となっては町並み保存をしてよかった。
22 高台 農業・民宿 M 70代 ○ 町の活性化に取り組みたい。
23 高台 民宿・会社員 M 60代 ○ ある程度人に来てもらい，住民も観光客も気兼ねなく過ごせる場にできたらいい。
25 高台 農業 M 70代 ○ 町並みの保存は推進してきた。
34 新田 喫茶店 M 60代 ○ 人がたくさん来てくれるのはいいが，集落が汚れないようにしないといけない。
4 谷間 ガイド M 60代 △ 石置き木羽葺き屋根は傷みやすく大変。人が来るのはいいことだ。
5 谷間 会社員 F 　 △ 町並み保存は仕方ないからやっている。観光客が多く道が通れなくて困る。
12 谷間 　 F 70代 △ 道路いっぱいに観光客がいて困ることがある。
14 谷間 会社員 F 70代 △ 人が通るのは困ることもある。
17 谷間 農業 M 70代 △ 賛否は半々。規制があったり，意見をまとめたり大変なことも多い。
18 谷間 　 F 80代 △ 楽しんでいる人もおりよいが，道が歩けなくなるのは困る。
　 新田 　 F 60代以上 △ 保存地区に住んでいないのであまり関係ない。
1 谷間 農業・食堂 M 60代 △ 観光客はあまり来ない方がいい。観光も生活もゆっくり過ごすのがいい。
32 新田 農業・民宿 F 60代以上 △ 観光は増えて栄えてもらうのはいいが，増えても自分にリベートがない。
33 新田 旅館 M 70代 △ テーマパークのようになっている。臨機応変にならなければいけない。
6 谷間 　 F 70代 × 普通の生活ができなくなり困る。あまり人に来てほしくない。



























































































　⑹ 販売農家のうち，農家所得の 50％以上が農業所得で，1年間に 60日以上自営農業に従事している 65歳未
満の世帯員がいる農家のこと。
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